
高額療養費及び附加給付の改正等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年８月診療分から、高額療養費（法定給付）及び附加給付（一部負担金払戻金、

家族療養費附加金、家族訪問看護療養費附加金）の制度見直しが行われ、それぞれの自己

負担限度額が以下のとおり変更となりました。 

◆附加給付（一部負担金払戻金、家族療養費附加金、家族訪問看護療養費附加金）の基準額 

◆年間上限額について 

●70歳未満 単位：円

多数該当 多数該当 年間上限※

区分ア（標準報酬月額83万円以上） 140,100 140,100 1,680,000

区分イ（標準報酬月額53万～79万円） 93,000 93,000 1,110,000

区分ウ（標準報酬月額28万～50万円） 44,400 44,400 530,000

区分エ（標準報酬月額26万円以下） 44,400 44,400 530,000

区分オ　低所得者（住民税非課税） 24,600 24,600 290,000

●70歳以上～75歳未満の被扶養者

月額上限

（世帯ごと）

外来特例

（個人ごと）
多数該当

月額上限

（世帯ごと）

外来特例

（個人ごと）
多数該当 年間上限※

一般 57,600 18,000 44,400 61,500 22,000 44,400 530,000

低所得Ⅱ　住民税非課税 24,600 8,000 － 25,700 11,000 24,600 290,000

低所得Ⅰ　一定所得以下（非課税） 15,000 8,000 － 15,700 8,000 － 180,000

所得区分

所得区分

現行

現行

252,600＋

（総医療費－842,000）×１％

167,400＋

（総医療費－558,000）×１％

80,100＋

（総医療費－267,000）×１％

月額上限

（世帯ごと）

月額上限

（世帯ごと）

2026年8月～

2026年8月～

57,600

35,400

270,300＋

（総医療費－901,000）×１％

179,100＋

（総医療費－597,000）×１％

85,800＋

（総医療費－286,000）×１％

61,500

36,900


